
養
老
町
制
四
十
周
年
記
念

室
原
曵
車
山
歌
舞
伎

と
き
平
成
六
年
十
月
五
日
(
水
)

午
後
二
時
よ
り

と
こ
ろ
養
老
町
室
原
熊
野
神
社
内





相
川
ノ
月
。
段
海
ノ
花
。
千
頃
ノ
美
田
。

一
村
ノ
人
家
。
春
ニ
耕
シ
、
夏
ニ
植
エ

テ
、
秋
ニ
ハ
嘉
キ
禾
ヲ
収
ム
。
熊
野
ノ

社
二
祭
ノ
幟
、
風
ニ
斜
メ
ニ
シ
テ
、
笛

ト
鼓
ハ
相
響
キ
、
三
輌
ノ
山
車
、
兒
女

ハ
綺
衣
。
父
老
ハ
酔
歌
ス
。
古
来
ノ
楽

土
ニ
シ
テ
、
物
ハ
足
り
、
人
ハ
和
セ
リ
。

コ
コ
ニ
人
ア
リ
テ
、
筆
ヲ
執
リ
テ
他
ナ

シ
。
古
ヲ
考
エ
、
旧
ヲ
尋
ネ
テ
、
年
月

己
二
過
ギ
タ
リ
。
村
史
ハ
新
ニ
成
リ
テ
、

著
録
ス
ル
ト
コ
ロ
タ
ガ
ワ
ズ
。
後
世
ニ

永
ク
伝
エ
テ
、
其
功
ナ
ン
ゾ
磨
セ
ン
ヤ
。

昭
和
甲
寅
二
月蝶

如
冨
長
覺
夢



f
「
心
の
時
代
」
を
育
む

曳
車
山
文
化

養

老

町

長

清

水

敏

郎

室
原
の
曳
車
山
は
、
宝
暦
を
は
じ
め
と
し
て
文
化
・
文
政
の
頃
か
ら

二
百
年
余
の
伝
統
あ
る
精
巧
優
雅
な
県
指
定
の
有
形
文
化
財
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
々
の
心
を
和
ら
げ
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
助
長
す
る
も
の
と
し
て
誇
り
と
し
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
的
文
化
遺
産
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
の
安
全
や
繁

栄
を
護
持
す
る
か
の
よ
う
な
役
割
も
果
し
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
実
直

な
気
心
は
、
そ
の
時
代
の
文
化
を
み
の
ら
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
平
成
の
歳
に
入
り
、
各
瀬
古
の
曳
車
山
が
、
大
修
復
さ
れ
、

絢
爛
豪
華
な
様
相
を
再
現
し
、
先
人
へ
の
報
恩
の
念
は
厚
く
、
極
め

て
崇
高
な
も
の
と
云
え
ま
す
。

同
時
に
永
年
に
わ
た
り
、
幾
度
か
こ
の
曳
車
山
で
稚
児
歌
舞
伎
が
上

演
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
今
、
心
の
豊
さ
を
求
め
る
傾
向
が

極
め
て
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
、
個
性
的
で

伝
統
的
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
は
、
深
い
意
義
が
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
町
制
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
区
民
総
意
に
よ
り
賑

賑
し
く
演
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
香
り
高
い
文
化
の
町
に
芸
能
へ
の
関

心
が
高
ま
り
人
々
の
心
を
和
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
芸
能
文

化
へ
の
愛
着
は
、
こ
れ
か
ら
の
所
謂
「
心
の
時
代
」
を
育
む
こ
と
に

な
り
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。



子
供
歌
舞
伎
に

寄
せ
て

県

会

議

員

古

川

利

雄

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
室
原
曳
車
山
が
県
・
町
・
関
係
各
位
の
皆

様
方
の
御
理
解
と
御
支
援
の
賜
で
精
巧
、
優
雅
な
漆
塗
り
蒔
絵
、
名

工
の
彫
刻
、
飾
金
具
な
ど
美
術
工
芸
の
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、

県
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
絢
爛
豪
華
な

曳
車
山
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
華
麗
な
子
供
歌
舞
伎
の
静
、
動
の
お
り

な
す
美
し
さ
と
子
供
達
の
可
憐
な
絵
姿
は
観
る
人
に
時
代
を
越
え
た

感
動
も
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
養
老
町
制
四
十
周
年
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
三

輌
の
曳
車
山
が
立
派
に
修
復
竣
工
さ
れ
、
子
供
歌
舞
伎
も
復
活
さ
れ
、

盛
大
に
競
演
さ
れ
ま
す
事
は
、
限
り
な
い
関
係
各
位
の
郷
土
愛
・
郷

土
芸
能
へ
の
愛
着
心
、
後
継
者
の
育
成
等
多
大
な
る
御
努
力
の
賜
で

こ
こ
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共
皆
さ
ん
の

手
で
受
け
継
が
れ
、
引
継
い
で
頂
き
ま
す
様
ま
す
ま
す
御
発
展
、
御

精
進
あ
ら
ん
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

H2.10



室
原
曳
車
山
子
供
歌
舞
伎

に
寄
せ
て

室

原

区

長

会

長

高

木

敏

雄

町
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
今
回
室
原
曳
車
山
子
供
歌
舞
伎
を
上
演
す
る
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
地
区
の
皆
様
方
に
は
、
大
変
な
お
世
話
と
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

伝
統
と
、
長
い
歴
史
を
誇
る
曳
車
山
祭
子
供
歌
舞
伎
を
、
多
勢
の
人
々
が
ご
観

覧
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
は
、
本
当
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
豪
華
な
曳
車
山
は
、
精
巧
優
雅
な
漆
塗
り
蒔
絵
名
工
の
彫
刻
な
ど
美
術
工

芸
の
巧
粋
を
集
め
た
も
の
で
有
り
、
こ
の
曳
車
山
は
三
輌
共
に
長
浜
式
歌
舞
伎
車
山

で
あ
り
県
、
町
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
豪
華
な
曳
車
山
の
舞
台
で
、
子
供
歌
舞
伎
の
お
り
な
す
美
し
さ
、
子
供
達
が

夏
休
み
中
に
真
剣
そ
の
も
の
に
取
組
ま
し
た
演
技
を
無
心
に
演
ず
る
、
然
も
一

人
ひ
と
り
が
そ
の
役
割
に
身
も
心
も
溶
け
こ
ん
で
演
ず
る
子
供
歌
舞
伎
を
ご
ゆ

っ
く
り
観
劇
頂
き
ま
す
よ
う
希
っ
て
居
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
伝
統
芸
能
が
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た

こ
と
は
、
関
係
各
位
の
限
り
な
い
郷
土
芸
能
へ
の
愛
着
心
と
、
保
存
会
、
文
楽

及
び
各
瀬
古
の
役
員
の
皆
様
が
、
長
い
年
月
伝
統
を
重
ん
じ
、
情
熱
を
も
っ
て

祭
行
事
等
を
引
き
継
が
れ
、
な
お
曳
車
山
を
大
修
復
さ
れ
て
後
継
者
に
引
き
継
が

れ
る
努
力
に
深
く
、
敬
意
を
表
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

あ
た
か
も
今
年
は
養
老
町
制
四

十
年
と
記
念
す
べ
き
年
に
、
長
い

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
室
原
子
供
歌

舞
伎
を
上
演
出
来
た
こ
と
は
何
よ

り
も
歓
び
と
致
す
と
こ
ろ
で
有
り

ま
す
。
い
つ
の
世
ま
で
も
受
け
継

ぎ
、
続
く
事
を
希
い
、
室
原
区
の

一
層
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
し
て
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

H
2
・
1
0



郷
土
の
文
化
財

室
原
文
化
財

保
存
会
長

安

福

彦

七

室
原
成
立
の
歴
史
は
古
く
、
集
落
の
東
方
沖
の
小
字
五
郎
丸
や
茶
園
原
か
ら
は
、
素
惠

器
や
山
茶
碗
の
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
又
、
北
方
の
小
栗
栖
神
社
は
「
神
名
帳
」
に

載
る
千
年
以
上
の
古
社
で
あ
る
こ
と
は
、
室
原
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
室
原
は
北
方
に
中
山
道
の
宿
場
町
垂
井
や
東
方
に
十
万
石
の
城
下

町
大
垣
を
控
え
、
そ
の
影
響
は
大
き
く
農
村
と
し
て
、
戸
数
も
増
え
て
地
方
文
化
の
高
い

集
落
と
し
て
、
古
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

氏
神
熊
野
神
社
は
約
五
百
年
前
紀
州
の
熊
野
権
現
か
ら
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
月
五

日
の
祭
に
は
、
県
重
要
文
化
財
指
定
の
三
輌
の
曳
車
山
が
、
勢
揃
い
し
ま
す
。
次
に
も
う
一

つ
の
県
重
文
指
定
に
福
源
寺
の
聖
観
世
音
菩
薩
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
藤
原
時
代
の
一
木

彫
り
で
氣
品
あ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
寺
に
は
町
重
文
の
大
日
如
来
、
十
一
両
観
音

菩
薩
、
雲
版
等
が
あ
り
ま
す
。

又
、
町
指
定
の
史
跡
で
あ
る
北
尾
春
圃
の
墓
が
福
源
寺
裏
に
あ
り
ま
す
。
春
圃
は
正
徳
、

享
保
の
二
回
、
朝
鮮
通
信
使
と
会
談
し
「
桑
韓
医
談
」
を
発
行
し
、
他
に
多
数
の
医
学
書

も
世
に
出
し
て
い
る
名
医
で
す
。
平
成
二
年
寺
の
本
堂
前
に
、
顕
彰
碑
が
建
ち
ま
し
た
。

福源寺本尊聖観世音菩薩
藤原時代の作(県指定文化財)

室

原

文

楽

室
原
文
楽
は
、
文
政
(
一
八
一
八

一
八
二
九

)
の
頃
、

土佐の国の茂平衛という人が巡業

に来て、病にかかり、当地に滞在

中、有志の者に教えたのが始まり

と伝えています。

文楽とは操人形淨瑠璃芝居のこ

とです。人形は着物を着せて三〇

-五〇c

m、指であやつります。

頭は芸題によって異なりますの

で三〇種ぐらい保存されています。

芝居は、その場で舞台を組立て

実演し、十四・五人の文楽連中が

あって要請があれば出向いて開演

します。芸題は朝顔日記、阿波鳴

戸、太功記等があります。(町重文)



熊
野
神
社
及
境
内
社
祭
神

忠
魂
碑

明
治
以
降
戦
没
者

四
十
九
柱
を
祭
る

天

満

宮

菅

原

道

真

公

素

盞

鳴

社

素

盞

鳴

神

本社

伊
邪
那
美
神
(
熊
野
夫
美
神
)

速
玉
之
男
神
(
伊
邪
那
岐
神
)

事
解
之
神

十
二
社

天
神
七
代

地
神
五
代
の
神

金
力
比
羅
神
社
祭
神
大
物
主
神
崇
徳
天
皇

大
年
神
社
(
御
鍬
神
社
)
祭
神
大
年
神

數
立
神
社
祭
神
猿
田
彦
神



熊
野
神
社
御
由
緒

養
老
町
室
原
七
一
四
-
一

御
祭
神

伊
邪
那
美
神
(
熊
野
夫
美
神
)

速
玉
之
男
神
(
伊
邪
那
岐
神
)

事
解
之
神

室
原
地
区
氏
神
の
創
建
は
不
詳
で
あ
る
が
、
史
的
考
察
に
よ
れ
ば

平
安
末
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
当
時
尾
張
の
午
頭
天
王
を
祭
る
日
本
総

社
津
島
天
王
社
か
ら
分
神
を
受
け
室
原
天
王
社
と
し
て
祭
っ
た
の
が

始
ま
り
で
あ
ろ
う
。
天
王
社
の
祭
神
は
素
盞
鳴
神
で
あ
る
素
盞
鳴
の

御
神
徳
は
広
大
で
あ
る
が
、
住
民
は
特
に
災
厄
疫
病
除
け
の
神
と
し

て
崇
敬
し
た
よ
う
で
あ
る
。

年
を
経
て
古
老
達
の
言
い
伝
え
と
史
的
考
察
に
よ
れ
ば
、
文
明
大

永
年
間
(
自
一
四
六
九
-

至
一
五
七
〇

)
の
頃
か
紀
州
熊
野
権
現
か
ら
分
神
を
迎
え
そ
れ

を
主
神
と
な
し
、
室
原
熊
野
権
現
と
し
、
天
王
社
は
旧
の
儘
に
置
い

た
、
そ
の
後
別
当
と
し
て
真
言
宗
の
知
善
院
を
建
立
し
、
権
現
社
の

体
制
が
整
い
江
戸
末
期
ま
で
続
い
た
。

寛
文
十
年
(
一
六
六
一
)
一
月
二
十
八
日
に
大
火
に
あ
い
全
焼
し

た
が
、
時
を
経
て
桧
皮
葺
社
殿
を
再
建
し
拝
殿
は
文
化
十
年
(
一
八

一
三
)
の
古
文
書
に
よ
る
と
そ
れ
以
前
か
ら
瓦
葺
と
し
て
、
現
在
と

略
同
じ
も
の
が
建
て
ら
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

平
成
五
年
に
こ
れ
を
改
築
し
た
。

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
に
は
神
佛
分
離
の
法
令
が
徹
底
さ
れ
て

知
善
院
は
廃
寺
と
な
り
熊
野
神
社
と
し
た
。

祭
神
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

伊
邪
那
美
神
(
別
名
)
熊
野
夫
須
美
神

元拝殿



速
玉
之
男
神
(
別
名
)
伊
邪
那
岐
神

事
解
之
男
神

天
王
神
は
そ
の
儘
で
素
盞
鳴
社
と
呼
ぶ
事
に
し
た
。
祭
礼
は
十
月
五

日
、
車
山
三
輌
を
曳
き
昔
か
ら
豊
年
の
年
に
は
車
山
で
子
供
歌
舞
伎
を
奉

納
す
る
習
わ
し
が
あ
る
。

神
社
の
位
置
は
室
原
七
一
四
番
地
の
一

境
内
は
三
八
八
五
m

2

平
成
五
年
十
月
文
責
安
福
彦
七
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県町

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定

町
指
定
昭
和
四
七
・
一
一
・
七
室
原
井
畑
車
山
絵
画
襖
四
枚
折
日
比
野
鶴
翁
の
作

町
指
定
昭
和
四
七
・
一
一
・
七
室
原
色
目
車
山
木
彫
狭
間
佐
竹
民
弥
の
作

町
指
定
昭
和
五
〇
・
一
二
・
一
一
室
原
井
畑
車
山
、
色
目
車
山
、
東
向
車
山

養
老
町
室
原
曳
車
山
保
存
会
設
立
昭
和
五
五
・
九
・
一
発
足

町
指
定
昭
和
五
五
・
九
・
一
(
保
存
会
宛
再
指
定
)
高
田
車
山
三
輌
室
原
車
山
三
輌

県
指
定
昭
和
五
五
・
一
一
・
一
一
保
存
会
宛
指
定

室
原
音
頭
こ
の
音
頭
の
始
め
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
昔
徒
歩
で
伊
勢
参
り
を
し
た
頃
、
松
坂
踊
り
を
見
て
、

そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
の
が
始
め
だ
と
云
う
。

そ
の
後
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
大
正
・
昭
和
の
御
大
典
祝
賀
余
興
に
は
盛
ん
に
踊
り
歌
わ
れ
た
と
い

う
。

終
戦
後
に
な
る
と
各
地
に
盆
踊
り
が
盛
ん
に
な
り
、
室
原
に
於
い
て
も
、
青
年
団
が
主
催
と
な
り
毎
年
八
月
十

五
日
を
中
心
に
三
日
間
ぐ
ら
い
、
熊
野
神
社
の
境
内
に
櫓
を
く
ん
で
盛
大
に
盆
踊
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
時
に
室
原
音
頭
と
称
す
る
も
の
を
歌
い
踊
る
が
、
こ
れ
と
云
う
特
別
な
も
の
は
な
い
。

熊
野
神
社
の
祭
と
車
山
芸
の
歴
史

祭
の
曳
車
山
の
光
景
祭
が
近
づ
く
と
各
瀬
古
で
は
青
年
(
昔
は
若
連
中
)
達
が
笛
を
稽
古
し
て
、
そ
の
音
色
は
夜

々
村
に
響
き
渡
っ
て
祭
の
気
運
が
次
第
に
盛
り
あ
が
っ
て
く
る
。
車
山
は
青
年
が
世
話
を
す
る
の
で
あ
る
。
総
て
察

当
日
朝
、
車
山
倉
か
ら
曳
き
出
し
、
瀬
古
の
中
心
に
至
る
。
東
向
は
住
吉
神
社
の
前
、
井
畑
は
大
神
宮
様
の
灯
明
前
、

色
目
も
同
様
灯
明
前
に
位
置
し
青
年
は
お
囃
を
し
て
、
時
を
待
つ
。
こ
の
車
山
の
曳
き
手
は
各
瀬
古
の
男
子
全
員
(
一

車
山
に
五
・
六
十
人
宛
)
が
こ
れ
に
当
る
の
で
あ
る
。
青
年
は
全
員
十
数
名
が
車
山
に
あ
っ
て
お
囃
と
車
山
の
世
話
を
す

る
。
一
番
年
長
の
青
年
二
人
は
黒
の
紋
付
の
羽
織
袴
で
車
山
の
正
面
に
坐
る
の
で
あ
る
。
氏
神
様
へ
の
曳
き
込
み
の

青年団歌舞伎垂井劇場にて昭和25年3月



順
序
や
時
刻
は
各
瀬
古
の
年
行
司
(
一
瀬
古
に

五
・
六
人
宛

)
が
相
談
し
連
絡
し
て
き
め
る
。
こ
れ
に
は
大
当
番
と
称
し
三
瀬
古

交
代
で
当
た
る
が
、
大
当
番
は
一
番
車
山
と
な
っ
て
、
リ
ー
ド
役
に
な
る
の
で
あ
る
。
神
様
の
式
典
が
十
四
時
に
始

ま
る
と
そ
れ
に
合
せ
て
、
十
三
時
半
頃
に
お
宮
の
境
内
の
入
口
の
前
の
三
叉
路
に
三
輌
が
顔
を
合
せ
、
各
車
山
の
紋

付
羽
織
袴
の
二
人
宛
三
組
都
合
六
人
の
青
年
が
礼
儀
正
し
く
、
挨
拶
し
て
、
そ
れ
が
終
る
と
お
も
む
ろ
に
、
一
番

車
山
か
ら
境
内
へ
曳
き
込
み
拝
殿
の
正
面
二
〇
米
位
前
の
位
置
に
、
向
っ
て
左
が
一
番
車
山
・
二
番
車
山
が
中
・
三
番
車
山

が
右
に
三
車
山
が
揃
う
。
そ
れ
か
ら
各
車
山
の
紋
付
姿
の
代
表
青
年
が
神
前
に
神
酒
を
供
え
る
と
祭
の
式
が
始
ま
る
。

*

(
後
見
人
と
云
う
)

大
豊
年
の
年
に
は
、
豊
年
を
祝
っ
て
車
山
芸
を
行
う
時
が
あ
る
が
こ
の
時
は
、
車
山
を
曳
き
込
ん
だ
後
で
盛
大
な
練

込
み
が
行
わ
れ
る
。
車
山
の
曳
出
は
や
は
り
一
番
車
山
を
先
頭
と
す
る
が
、
だ
い
た
い
二
十
時
頃
に
各
車
山
に
献
灯
し
、

お
囃
を
行
い
、
別
に
三
瀬
古
が
献
灯
し
た
提
灯
破
り
を
行
う
と
二
十
一
時
頃
に
は
車
山
倉
へ
曳
き
込
み
、
祭
は
愈
々

こ
れ
で
終
る
の
で
あ
る
。

祭
と
車
山
芸
(
子
ど
も
歌
舞
伎
)
各
目
車
山
が
文
化
五
年
(
一
八
〇
八
)
に
購
入
さ
れ
、
そ
の
年
に
俄
芸
を
行
っ

た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
記
録
は
庄
屋
の
御
預
御
役
所
へ
の
届
け
書
に
よ
れ
ば
弘
化
三
年
(
一
八
四

六
)
に
三
輌
中
の
一
車
山
が
子
ど
も
お
ど
り
を
行
う
と
あ
る
。
又
色
目
年
行
司
記
録
に
よ
れ
ば
、
安
政
三
年
に
新
造

の
車
山
に
佐
竹
民
蔵
の
彫
物
も
終
っ
て
、
お
ど
り
を
し
た
事
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
練
は
「
伊
勢
道
中
竹

山
」
と
明
記
し
て
あ
る
。
こ
の
時
は
文
章
か
ら
判
断
し
て
三
車
山
と
も
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
他
瀬
古
の
記
録
は
な

い
。
又
同
じ
く
安
政
六
年
に
も
、
お
ど
り
入
用
覚
が
き
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
色
目
で
は
、
「
練
御
本
山
之

木
び
き
と
女
良
之
道
中
に
竹
山
の
囃
」
と
記
し
て
あ
る
。
尚
色
目
の
年
行
司
の
帳
面
に
よ
る
と
宝
暦
十
一
年
か
ら

記
録
し
て
あ
る
が
寄
せ
銭
が
主
で
他
の
記
録
が
な
く
て
車
山
芸
を
行
っ
た
こ
と
は
、
わ
か
ら
な
い
が
或
る
年
に
は
多

く
の
寄
せ
銭
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
年
に
は
、
車
山
芸
を
や
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
が
で
き
る
。
昔
か
ら

大
豊
作
の
年
に
行
っ
た
と
云
う
が
、
こ
の
帳
面
に
よ
る
と
宝
暦
十
一
年
以
後
、
所
々
に
寄
せ
銭
の
多
い
年
が
あ
る
。

又
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
故
多
和
田
宗
五
郎
氏
の
記
録
帳
に
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
日
に
「
浄
る
り
」
を

行
う
と
あ
る
。
『
祭
浄
る
り
東
向
、
青
木
九
三
、
色
目
、
清
水
繁
一
(
三
味
)
青
木
捨
太
郎
井
畑
三

味
高
田
よ
り
来
る
』
と
あ
る
が
、
其
他
は
記
録
も
言
伝
え
も
な
い
。

トラックで高田町へいき行う神霊矢口の渡し頓平衛舘の段養老町合併祝賀室原余興車山芸(子供歌舞伎)



大
正
五
年
か
ら
は
記
録
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

車
山
芸
の
一
覧
表
と
し
て
、
芸
題
か
ら
役
者
ま
で
一
〇
回

行
っ
た
記
録
を
か
ゝ
げ
た
。

鳳凰山(東向車山)昭和30年子供歌舞伎
一之谷嫩軍記熊谷陣屋の段

義経千本櫻川連法眼館臥龍閣(色目車山)昭和30年子供歌舞伎
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奥州安達ヶ原三段目袖萩萬歳閣(井畑車山)昭和30年子供歌舞伎

祭
の
秩
序
永
い
伝
統
を
誇
る
祭
の
曳
車
山
は
、
三
瀬

古
住
民
の
和
合
一
致
協
力
に
よ
っ
て
秩
序
が
保
た
れ
る

の
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
、
勢
が
余
っ
た
り
、
感
情
に

走
っ
て
口
論
し
た
り
、
秩
序
が
紊
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

安
政
五
年
頃
に
は
若
連
中
の
従
来
の
し
き
た
り
が
く
ず

れ
て
取
締
書
を
取
り
交
し
て
い
る
。
又
、
明
治
二
十
年

に
は
曳
車
山
の
秩
序
に
つ
い
て
三
瀬
古
が
曳
車
山
の
規
約
を

制
定
し
て
い
る
。
更
に
年
代
は
ち
ょ
っ
と
さ
か
の
ぼ
る

が
明
治
五
年
に
色
目
瀬
古
の
「
祭
礼
当
番
取
極
之
事
」

と
云
う
、
瀬
古
の
申
合
せ
き
ま
り
を
定
め
て
、
当
番
の

仕
切
り
を
引
締
め
無
駄
を
は
ぶ
い
て
い
る
。
詳
し
い
こ

と
は
余
白
が
な
い
の
で
直
接
史
料
を
研
究
さ
れ
た
い
。

当
瀬
古
祭
礼
祀
樓
之
由
緒
(
色
目
車
山
由
緒
)
清
水
敏
郎
所
蔵

抑
祭
礼
祀
樓
を
興
起
致
候
、
最
初
ハ
文
化
二
丑
年
御
堤
御
普
請
之
後
、
是
を
借
用
致
し
、
惣
若
連
中
と
し
て
、

大
豆
を
植
付
、
価
金
三
両
と
相
成
り
村
方
へ
預
ヶ
置
、
其
後
同
三
年
寅
霜
月
右
ノ
金
子
村
方
よ
り
請
取
三
瀬
古
壱

両
づ
つ
配
分
則
、
新
右
エ
門
頼
母
子
講
ニ
壱
両
懸
り
置
き
候
、
且
又
同
年
八
月
藤
五
郎
当
番
ニ
而
屋
ま
の
元
立
と

し
て
奉
加
致
し
候
え
ば
金
壱
両
貳
歩
貳
朱
と
銭
百
文
有
之
候
、
依
て
辰
六
月
十
四
日
惣
瀬
古
寄
合
相
談
之
上
祭
礼

之
趣
意
相
究
り
即
十
五
日
に
垂
井
宿
、
儀
右
衛
門
殿
願
御
世
話
古
祀
樓
を
買
求
メ
同
七
月
ニ
奉
加
致
し
候
処
家
並

ニ
金
貳
朱
づ
つ
割
請
金
七
両
壱
分
貳
朱
有
之
候
、
依
亦
同
八
月
迄
之
入
用
金
〆
拾
四
両
貳
分
貳
朱
な
り
、
此
外
に

垂
井
宿
東
町
、
屋
ま
能
古
幕
を
金
四
両
貳
歩
ニ
買
求
メ
辰
八
月
祭
礼
ニ
俄
芸
仕
始
メ
候
、
依
て
巳
正
月
よ
り
家
並

ニ
月
次
懸
銭
八
文
づ
つ
不
滞
取
集
金
毎
年
俄
芸
之
雑
用
ニ
可
致
様
之
事
ニ
御
座
候
巳
上

文
化
六
年

己巳

八
月



「
や
ま
」
の
字
に
つ
い
て

現
今
、
当
地
方
で
は
「
車
山
」
を
や
ま
と
読
ん
で
、
こ
の
字
が
一
般
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
冊
子
も
こ
の
字
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

辞
書
に
は
「
山
車
」
を
だ
し
と
読
ん
で
出
て
い
る
が
「
車
山
」
は
見
当
ら
な
い
。

そ
し
て
山
車
の
意
味
は
祭
に
車
の
上
に
色
々
の
飾
り
物
を
し
て
お
囃
子
し
な
が

ら
曳
き
歩
く
も
の
と
あ
る
。
又
江
戸
期
の
古
文
書
を
見
て
も
殆
ど
こ
の
山
車
が

使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
こ
の
地
方
で
は
車
に
山
が
く
っ
つ

い
た
「
車
山
」
と
云
う
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
当
地
で
は
だ
し
と
云

う
言
葉
よ
り
、
や
ま
と
か
曳
き
や
ま
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
辞
書
に
な
く
と
も
「
車
山
」
と
云
う
字
が
我
々
に
ぴ
っ
た
り
し
て
か
こ

の
字
が
自
然
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
い
で
に

こ
こ
で
や
ま
に
つ
い
て
色
々
の
例
を
二
、
三
挙
げ
て
み
よ
う
。

文
化
五
年
の
室
原
の
古
文
書
に
「
祀
樓
」
又
同
文
中
に
「
山
」
が
出
て
く
る
。

嘉
永
二
年
に
「
車
山
」
を
使
っ
た
古
文
書
に
載
っ
て
い
る
。

山
車
の
一
種
の
「
山
鉾
」
は
台
の
上
に
造
り
物
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
鉾
・

薙
刀
な
ど
が
立
っ
て
い
る
も
の
で
、
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
は
有
名
で
あ
る
。

だ
ん
じ
り
(
壇
尻
・
楽
車
・
山
車
)
祭
礼
の
曳
物
の
一
種
で
車
上
に
山
・
人

物
・
草
木
・
動
物
等
を
飾
り
立
て
囃
子
を
行
い
曳
き
歩
く
も
の
で
関
東
で
は
山

車
・
屋
台
な
ど
、
関
西
で
は
山
と
い
う
。



県町

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定

車
山
の
歴
史

一
、
色
目
車
山
(
臥
龍
閣
)
色
目
の
車
山
は
文
化
五
年
「
御
祭
礼
山
奉
加
諸
色
帳
」
が
あ
る
の
で
由
緒
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
文
化
二
年
に
御
堤
普
請
後
、
こ
れ
を
借
り
受
け
て
豆
を
植
付
金
三
両
の
金
を
儲
け
、
一
両
宛
三

瀬
古
に
分
け
そ
の
金
を
頼
母
子
講
に
し
て
増
や
し
、
更
に
寄
附
金
を
集
め
た
り
し
て
、
同
五
年
六
月
十
四
日
に
色

目
総
瀬
古
集
り
相
談
し
、
車
山
を
求
め
る
こ
と
に
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

役
員
は
早
速
同
十
五
日
に
垂
井
宿
の
儀
右
衛
門
殿
の
世
話
で
車
山
を
買
い
求
め
、
同
七
月
に
再
度
家
並
に
二
朱
づ

つ
の
寄
附
金
を
集
め
、
同
八
月
ま
で
に
金
拾
四
両
貳
分
貳
朱
の
大
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
又
こ
の
外
に
東
町
で
古

幕
を
金
四
両
貳
歩
に
て
買
い
求
め
八
月
の
祭
礼
に
俄
芸
を
行
っ
た
。
こ
の
金
子
は
当
時
と
し
て
は
大
金
で
借
金
も
し

た
と
思
わ
れ
る
、
そ
の
後
毎
月
八
文
宛
集
め
た
ご
と
も
こ
の
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
集
金
は
文
化
十
一
年

に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
瀬
古
年
行
司
の
帳
面
に
あ
る
。
又
こ
の
購
入
し
た
車
山
は
垂
井
町
の
西
町
の
車
山
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
西
町
で
は
現
在
の
車
山
に
造
り
か
え
る
た
め
室
原
へ
売
っ
た
の
だ
ろ
う
。
西
町
の
現
在
の
車
山
、
攀
鱗
閣
は

文
化
五
年
に
関
ヶ
原
山
中
の
藤
井
太
兵
衛
が
造
っ
て
い
る
(
垂
井
町
史
委
員

上
山
氏
の
調
査

)
、
こ
れ
は
年
代
的
に
も
一
致
し
て
い
る
。

色
目
車
山
は
後
に
な
っ
て
新
造
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
蓮
沢
寺
の
改
築
後
、
嘉
永
六
年
頃
に
車
山
倉
を
造
り
続
い
て

安
政
一
・
二
年
頃
に
車
山
を
新
造
し
た
(
史
料
に
よ
っ
て

判
断
し
て

)
と
考
え
ら
れ
る
。
大
工
は
、
江
州
の
蔵
之
助
で
三
年
間
蓮
沢
寺

の
前
に
住
み
込
み
、
こ
の
三
つ
の
大
き
な
仕
事
を
し
た
と
伝
え
る
。
又
車
山
の
狭
間
の
彫
は
佐
竹
民
蔵
(
民
弥
と
云

う
)
が
安
政
三
年
に
完
成
し
て
い
る
民
弥
は
立
派
な
彫
師
で
、
こ
の
車
山
の
彫
物
は
昭
和
四
七
年
に
養
老
町
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。
尚
柱
等
の
漆
塗
は
明
治
初
年
に
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
長
年
か
ゝ
っ
て
今
日
の
よ
う
な
立

派
な
車
山
に
完
成
さ
せ
た
。



二
、
井
畑
車
山
(
万
歳
閣
)
色
目
車
山
購
入
の
時
の
古
文
書
に
豆
を
植
付
け
三
両
を
得
て
各
瀬
古
へ
一
両
宛
分
け
た

と
あ
り
又
、
色
目
は
総
瀬
古
寄
合
い
車
山
を
求
む
る
相
談
が
成
っ
て
、
直
ち
に
垂
井
宿
へ
購
入
に
行
っ
た
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
室
原
の
車
山
三
輌
は
色
目
の
文
化
五
年
八
月
に
求
め
た
の
を
初
め
に
順
次
求
め
三

瀬
古
と
も
揃
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
井
畑
車
山
に
つ
い
て
は
、
車
山
の
中
の
赤
い
幕
に
楷
書
で
次
の
よ
う
に
記

し
て
あ
る
。

「

井

畑

車

山

万

歳

閣

宝
磨
三

癸

酉

八
月
吉
旦

西
濃
不
破
郡
室
原
村
本
郷
井
畑

氏
子
右
再
建
暫
中
絶
及

大
破
時
文
政
九
年
丙
戍
八
月
新
求
之
」

こ
れ
は
、
何
年
頃
に
こ
の
幕
に
書
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
し
又
意
味
も
判
断
し
ぬ
く
い
点
が
あ
る
が
文
政
九
年
に

新
た
に
求
め
た
と
云
う
の
は
垂
井
の
中
町
の
車
山
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
車
山
倉
の
建
立
も
文
政
十
二
年
と
記
し

て
あ
る
の
で
文
政
九
年
に
新
た
に
求
め
た
と
云
う
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
垂
井
東
町
の
車
山
は
宝
暦
五
年

二
月
、
垂
井
町
の
大
火
事
で
焼
け
て
い
る
し
、
西
町
の
車
山
は
既
に
色
目
が
購
入
し
て
い
る
の
で
中
町
の
車
山
を
井
畑

へ
購
入
し
た
の
で
は
な
い
か
。
中
町
の
車
山
は
文
化
文
政
の
頃
に
新
造
し
た
と
地
元
で
称
し
て
い
る
。

車
山
の
四
本
の
襖
は
高
田
の
日
比
野
鶴
翁
の
絵
で
松
に
黒
い
鳥
、
裏
に
は
菊
が
描
い
て
あ
る
が
傑
作
で
昭
和
四
十

七
年
に
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

つ
い
で
に
現
在
の
車
山
倉
で
あ
る
が
こ
れ
は
、
明
治
四
十
一
年
九
月
に
石
を
三
尺
積
み
上
げ
、
そ
の
上
に
建
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。



三
、
東
向
車
山
(
鳳
凰
山
)
車
山
の
初
め
は
醒
ヶ
井
よ
り

購
入
し
た
と
言
伝
え
て
い
る
だ
け
で
、
何
年
頃
と
も
、

価
額
は
勿
論
の
こ
と
、
ど
う
し
て
運
ん
だ
と
も
全
く
わ

か
ら
な
い
、
た
だ
大
き
く
て
曳
く
の
に
難
儀
を
し
、
人

々
の
援
け
を
得
て
、
や
っ
と
引
ぱ
っ
た
と
言
う
話
だ
け

が
残
っ
て
い
る
。
大
正
十
年
九
月
二
七
日
の
大
暴
風
で

車
山
倉
が
倒
れ
て
、
車
山
も
共
に
こ
わ
れ
た
。
丁
度
そ
の
年

に
赤
坂
東
町
に
古
車
山
が
出
た
の
で
同
十
一
年
四
月
に
金

参
百
円
で
購
入
し
、
宮
代
廻
り
で
曳
き
運
ん
だ
と
云
う
。

倒
れ
た
車
山
の
上
部
の
ち
ん
は
健
全
で
あ
っ
た
の
で
購
入

し
た
車
山
に
合
せ
組
立
て
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

時
の
大
工
は
表
佐
の
高
木
儀
作
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
、

こ
わ
れ
た
車
山
は
高
田
の
古
物
商
七
五
三
三
郎
氏
外
三
名

に
金
八
〇
円
で
売
却
し
た
。
車
山
倉
は
同
一
四
年
に
改
築

し
総
経
費
車
山
も
含
め
て
六
九
〇
円
余
で
あ
っ
た
。
(
大
正

十

三

-

十

五

年

年
行

司
記
録
に
よ
る

)

室
原
に
三
輌
の
車
山
が
揃
っ
た
の
は
色
目
車
山
を
購
入
し

た
時
の
古
文
書
に
よ
れ
ば
文
化
二
年
に
豆
を
堤
防
に

植
え
て
得
た
金
三
両
の
金
を
三
瀬
古
に
一
両
づ
つ
分

け
て
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
車
山
を
購
入
す
る
相
談
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
。
色
目
は
、
す
ば
や
く
購
入
し
て

い
る
が
、
他
の
二
瀬
古
は
記
録
が
な
く
て
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
、
早
急
に
求
め
る
よ
う
努
力
し
て
、
文

政
年
間
に
は
三
輌
の
車
山
が
揃
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

祭奉納車山芸練込図



室原祭曳車山(県指定)

井畑車山(万歳閣)東向車山(鳳凰山)色目車山(臥龍閣)

曳
車
山
神
事
次
第

井畑車山の襖絵町文化財(日比野鶴翁の筆)色目車山の彫物町文化財(彫物師佐竹民弥)



一
番
車
山
萬
歳
閣
井
畑
瀬
古
萬
歳
閣
紹
介

室
原
祭
曳
車
山
有
形
民
俗
文
化
財

室
原
室
原
曳
車
山
保
存
会
蔵

こ
の
曳
車
山
は
三
輌
と
も
長
浜
型
式
で
、
屋
台
の
前
半
分
は
大
屋
根
付

三
方
開
き
の
舞
台
で
、
後
半
分
は
楽
屋
と
な
り
、
歌
舞
伎
が
行
え
る
。

(一)

井
畑
車
山
(
万
歳
閣
)

車
山
の
赤
幕
に
、
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)
に
車
山
が
大
破
し
た
の
で
文

政
九
年
(
一
八
二
六
)
八
月
に
新
し
く
求
め
た
由
が
墨
書
し
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
垂
井
宿
の
中
町
の
車
山
を
買
い
求
め
た
も
の
と
推
察
し
ま
す
。

車
山
倉
は
文
政
一
二
年
に
建
立
し
て
い
ま
す
。
車
山
の
襖
の
絵
は
、
高
田

の
絵
師
日
比
野
鶴
翁
(
弘
化
四
年
歿
)
の
作
で
松
に
黒
い
鳥
を
描
い
た

も
の
で
す
。
昭
和
六
二
年
に
大
修
理
を
し
ま
し
た
。
車
山
の
高
さ
六
・
五

㍍
、
間
口
四
・
一
㍍
、
奥
行
六
・
五
㍍
、
所
在
地
は
室
原
井
畑
瀬
古
。



二
番
車
山
鳳
凰
山
東
向
瀬
古
鳳
凰
山
紹
介

(二)

東
向
車
山
(
鳳
凰
山
)

東
向
車
山
の
始
ま
り
は
、
古
文
書
に
よ
っ
て
判
断
し
ま
す
と
、
車
山
を
新

た
に
求
め
た
の
は
天
保
一
二
年
(
一
八
四
一
)
の
錺
車
山
奉
加
帳
の
車
山
購

入
代
金
の
残
金
整
理
状
況
か
ら
み
て
天
保
一
〇
年
頃
と
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
購
入
先
は
、
古
老
達
が
江
州
醒
ヶ
井
と
伝
え
て
い
ま
す
。

大
正
一
〇
年
(
一
九
二
一
)
九
月
二
七
日
の
台
風
で
車
山
蔵
が
倒
潰
し
、

そ
の
時
、
車
山
も
と
も
に
こ
わ
れ
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
年
に
都
合
よ
く
赤

坂
東
町
の
車
山
が
売
ら
れ
る
話
を
聞
い
て
、
有
志
達
は
、
早
速
赤
坂
へ
出

向
い
て
、
そ
の
車
山
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
車
山
で
す
。
障
子

の
絵
は
十
六
の
画
家
藍
涯
の
筆
で
す
。
車
山
の
高
さ
七
・
二
㍍
、
間
口
三
・

六
三
㍍
、
奥
行
六
・
二
㍍
、
所
在
地
は
室
原
東
向
瀬
古
。



三
番
車
山
臥
龍
閣
色
目
瀬
古
臥
龍
閣
紹
介

(三)

色
目
車
山
(
臥
龍
閣
)

色
目
瀬
古
の
車
山
は
、
古
文
書
に
よ
る
と
、
文
化
二
年
(
一
八
〇
五
)

に
お
上
の
御
堤
普
請
後
、
そ
の
堤
を
借
り
受
け
て
、
大
豆
を
播
き
、
金

三
両
の
金
を
儲
け
ま
し
た
。
そ
の
金
を
一
両
ず
つ
三
瀬
古
(
室
原
に
井

畑
、
色
目
、
東
向
の
三
瀬
古
あ
り
)
に
配
分
し
、
そ
の
金
を
頼
母
子
講

等
に
よ
り
増
し
、
さ
ら
に
寄
付
金
も
集
め
て
、
文
化
五
年
に
垂
井
宿
の

西
町
の
車
山
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
求
め
た
車
山
も
年
を
経
て
傷
み
安
政
二
年
(
一
八
五

五
)
に
は
新
造
し
ま
し
た
。
こ
の
車
山
の
狹
間
の
彫
物
は
養
老
町
上
方
在

住
の
民
弥
彫
で
有
名
な
佐
竹
民
蔵
が
安
政
三
年
に
彫
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
車
山
も
だ
ん
だ
ん
傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
平
成
二
年
に
大
修
理

を
完
成
し
ま
し
た
。
車
山
の
高
さ
六
㍍
、
間
口
三
・
八
㍍
、
奥
行
六
・
五

㍍
、
所
在
地
は
室
原
色
目
瀬
古
。



室
原
熊
野
神
社
祭
礼
車
山
芸
(
子
供
歌
舞
伎
)
最
近
の
奉
納
状
況





平
成
二
年
十
月
五
日

天
皇
即
位
、
村
起
し

熊
野
神
社
奉
納
子
供
歌
舞
伎

絵
本
太
閤
記
十
段
目
尼
崎
の
段

三
役

振

付

市

川

蝶

升

太

夫

竹

本

梅

正

竹

本

左

玉

三

味

線

古

山

山

昇

衣

裳

中

田

貸

衣

裳

店

平
成
六
年
十
月
五
日

養
老
町
制
四
十
周
年
記
念
事
業

室
原
子
供
歌
舞
伎

御
所
桜
堀
川
夜
討
辨
慶
上
使
之
段

三
役

振

付

市

川

蝶

升

太

夫

竹

本

左

玉

三

味

線

古

山

山

昇

衣

裳

伊

藤

衣

裳

店
(
恵
那
)

式
三
番
叟

黒
木
上
戸

青

木

亮

式
三
番
叟

中
野
太
夫

川

地

政

嘉

式
三
番
叟

白
木
上
戸

高

木

義

雄

武
智
光
秀
佐
久
間
建
太
郎

十

次

郎

川

地

保

雅

さ

つ

き

川

地

渉

初

菊

大

矢

好

将

式
三
番
叟

中
野
太
夫

清

水

塁

式
三
番
叟

黒
木
上
戸

青

木

一

矢

式
三
番
叟

白
木
上
戸

川

地

祐

輔

口

上

清

水

塁

武

蔵

坊

弁

慶

高

田

茂

侍

従

太

郎

三

浦

慎

吾

花

の

井

川

地

宏

之

郷

の

君

信
夫

広

瀬

昇

お

わ

さ

三

輪

忠

良

操

高

木

猛

詞

築
前
守

久
吉

高

木

義

雄

加

藤

清

正

靑

木

亮

旅

僧

高

木

義

雄

こらむ

子
供
た
ち
へ
の
期
待

「
今
の
時
代
は
、
子
ど
も
の
都
合
に
合
わ
せ
て
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
大
変
で
す
よ
。
」
養
老
町
室
原
地
区
の
役
員
の
一
人
が
こ
う
言
っ
て
苦
笑

し
た
。
地
区
で
は
、
小
学
生
た
ち
が
十
月
に
神
社
の
祭
礼
で
披
露
す
る
子
供

歌
舞
伎
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
練
習
時
間
の
確
保
が
難
し
い
。

夏
休
み
中
は
よ
か
っ
た
が
、
二
学
期
が
始
ま
る
と
、
土
・
日
曜
や
放
課
後

し
か
子
ど
も
た
ち
の
時
間
が
あ
か
な
い
。
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
塾
や
け

い
こ
ご
と
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
が
あ
り
、
予
定
は
び
っ
し
り
。
父
母
ら
と
話

し
合
っ
た
結
果
、
週
に
三
日
前
後
、
平
日
の
夜
に
集
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
戦
前
は
、
本
番
の
数
日
前
か
ら
そ
の
子
ど
も
だ
け
、
学
校
を
休
ま
せ
、

朝
か
ら
晩
ま
で
練
習
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
時
代
だ
っ
た
の

で
す
」
と
、
そ
の
関
係
者
は
懐
か
し
そ
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
目
に
は
、

伝
統
を
守
ろ
う
と
熱
心
に
練
習
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
期
待
が
あ

ふ

れ

て

い

た

。

(

大

西

洋

和

)

H6.9.1

主

馬

之

助

青

木

一

矢

主

人

川

地

祐

輔

榊

持

川

地

雄

基

榊

持

田

中

健

司

榊

持

高

木

智

晶

御

幣

持

川

地

佑

貴

御

幣

持

川

地

大

輔

御

幣

持

田

中

悠

也



御
所
桜
堀
川
夜
討

弁
慶
上
使
之
段

三
役振

付市

川

蝶

升

太
夫竹

本

左

玉

三
味
線

古

山

山

昇

衣
裳伊

藤
衣
裳
店

(
恵
那
)



あ
ら
す
じ

頃
は
寿
永
の
始
め
の
頃
、
平
家
一
門
を
、

一
の
谷
、
屋
島
、
壇
ノ
浦
に
と
討
ち
破
っ

た
源
氏
の
大
将
、
源
義
経
は
、
其
の
功
に

依
り
、
時
の
上
皇
よ
り
都
の
守
護
職
と
云

う
官
職
を
授
け
ら
れ
た
。
是
は
今
の
警
視

総
監
の
様
な
位
で
す
。
こ
れ
を
聞
い
た
鎌

倉
の
兄
頼
朝
は
、
大
い
に
怒
り
、
側
近
に

て
、
那
智
深
い
梶
原
平
三
の
言
葉
を
信
じ
、

自
分
に
忠
節
を
誓
う
な
ら
、
御
台
所
郷
の

君
の
首
を
討
っ
て
差
出
せ
と
命
ず
る
。
郷

の
君
は
平
家
方
の
大
納
言
平
時
忠
の
姫
君

で
有
っ
た
か
ら
で
す
。
此
の
大
役
の
使
者

を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
弁
慶
は
、
郷
の
君
を

救
う
為
、
初
め
て
顔
見
た
我
が
娘
を
身
替

り
に
首
を
討
つ
。
郷
の
君
を
守
る
為
、
十

七
年
振
り
に
初
め
て
顔
見
た
我
が
娘
を
討

つ
弁
慶
、
娘
を
討
た
れ
た
母
親
の
歎
き
、

忠
義
一
筋
の
戦
乱
の
世
の
非
情
に
生
き
た

武
士
道
の
物
語
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
親
子
は
一
世
、
夫
婦
は
二

世
、
主
従
は
三
世
の
縁
と
言
わ
れ
て
居
り

ま
す
。



榊
持田

中

健

司

9
才
(
覚
長
男
)
南
部

榊
持川

地

雄

基

9
才
(
茂
己
次
男
)
相
互

榊
持高

木

智

晶

9
才
(
春
樹
長
男
)
南
部

御
幣
持

川

地

佑

貴

9
才
(
一
司
次
男
)
色
目
東

御
幣
持

川

地

大

輔

1
0
才
(
幸
一
長
男
)
新
宮

御
幣
持

田

中

悠

也

9
才
(
弘
行
長
男
)
南
部



配
役

式
三
番
叟

中
野
太
夫

清

水

塁

1
0
才
(
氏
尚
長
男
)
色
目

黒
木
上
戸

青

木

一

矢

1
0
才
(
嘉
男
長
男
)
南
部

白
木
上
戸

川

地

祐

輔

1
2
才
(
豊
彦
長
男
)
色
目
東



口
上清

水

塁

1
0
才
(
氏
尚
長
男
)
色
目

武
蔵
坊
弁
慶

高

田

茂

1
1
才
(
徹
三
男
)
井
畑

侍
従
太
郎

三

浦

慎

吾

1
1
才
(
茂
長
男
)
色
目
西

花
の
井

川

地

宏

之

1
2
才
(
節
夫
長
男
)
色
目
西



郷
の
君

信
夫広

瀬

昇

1
1
才
(
泉
長
男
)
相
互

お
わ
さ

三

輪

忠

良

1
2
才
(
賢
治
三
男
)
新
宮

主
馬
之
助

青

木

一

矢

1
0
才
(
嘉
男
長
男
)
南
部

主
人川

地

祐

輔

1
2
才
(
豊
彦
長
男
)
色
目
東



室
原
の
人
形
浄
瑠
璃
(
室
原
文
楽
)

室
原
の
人
形
浄
瑠
璃
は
文
政
の
頃
に
土
佐
の
住
人
茂
平
衛
と
云
う
人
が
此
の
地

に
巡
業
に
来
り
病
と
な
り
住
み
つ
い
た
。
彼
は
こ
の
人
形
浄
瑠
璃
を
後
世
に
伝
え

た
い
と
、
有
志
を
つ
の
り
、
こ
れ
を
伝
授
し
た
と
云
う
。

文
楽
の
上
演
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
な
い
の
で
昔
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、

最
近
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
演
者
で
あ
る
堀
定
吉
・
青
木
忠
夫
等
が
居
ら
れ
て
、

そ
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
文
楽
に
一
番
熱
中
し
た
の
は
、
大
正
四
年
の
御
大
典
の
頃
で
あ
っ
た
と
云

う
。
そ
の
頃
は
車
山
芸
も
二
・
三
回
行
っ
て
い
る
。
連
中
は
堀
浅
吉
・
多
和
田
久
蔵
・

青
木
九
三
・
三
輪
仁
三
郎
・
高
木
周
内
・
清
水
繁
一
・
三
輪
万
太
郎
・
金
森
貞
次

郎
・
川
地
吉
ヱ
門
・
青
木
捨
二
郎
・
田
中
三
好
・
清
水
周
吾
・
福
岡
勝
等
で
あ
っ

た
。
清
水
繁
一
等
「
三
味
線
」
太
夫
は
語
る
人
で
全
員
、
人
形
使
い
専
門
が
五
・

六
人
い
た
。
人
形
は
現
在
青
木
忠
夫
が
保
管
し
、
文
楽
と
共
に
町
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
(
文
化
財
の
一
覧
表
参
照
)
。
村
内
に
認
識
が
高
ま
っ
た
の
も
大
正

四
・
五
年
頃
で
祭
の
車
山
芸
と
も
深
い
関
係
を
持
っ
て
当
時
車
山
芸
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。



室
原
の
歴
史

室
原
の
指
定
文
化
財
一
覧
表



○
佐
竹
民
弥
又
民
蔵
と
も
云
う
、
臥
龍
閣
狹
間

の
彫
物
は
安
政
三
・
八
・
二
三
出
来
、
十
六
村
住

民
佐
竹
民
蔵
義
寄
四
八
才
と
銘
あ
り
、
垂
井
西
町

の
車
山
も
彫
る
銘
は
元
治
元
年
八
月
成
刻
養
老
山
下

佐
竹
民
弥
五
六
才
義
寄
と
あ
る
。
最
後
は
上
方
で

死
亡
し
て
養
老
町
の
住
民
と
し
て
立
派
な
彫
物
師

で
あ
っ
た
。
府
中
・
安
立
寺
、
十
六
の
慶
円
寺
・

光
照
寺
、
岩
手
徳
法
寺
、
長
浜
の
月
宮
殿
の
彫
物
、

上
方
妙
円
寺
、
岩
手
高
橋
榮
一
氏
の
佛
前
狹
間
を

彫
る
。
養
老
町
史
に
あ
り
。

日
比
野
鶴
翁
、
高
田
町
絵
師
時
代
は
江
戸
末
期
、

現
在
高
田
、
日
比
野
醫
師
祖
先
、
立
派
な
画
家
。

色目車山の彫物町文化財(彫物師佐竹民弥)井畑車山の襖絵町文化財(日比野鶴翁の筆)



瀬

古

の

神

様

小
栗
栖
神
社
井
畑
瀬
古
、
小
栗
栖
に
有
り
、
祭
神

は
従
五
位
下
小
栗
栖
明
神
(
美
濃
神
名
帳
(
千
余
年
前
)

に
記
す
。
)

住
吉
神
社
東
向
瀬
古
、
旧
字
正
尺
に
有
り
、
祭
神
は

底
筒
之
男
神
、
中
筒
之
男
神
、
上
筒
之
男
神

○
住
吉
三
神
の
い
わ
れ
。
伊
邪
那
岐
神
が
日
向
の
橘
の

小
門
の
阿
波
岐
原
に
禊
せ
ら
れ
た
と
き
、
水
の
底
で

洗
れ
た
と
き
、
底
筒
之
男
神
、
水
の
中
流
で
禊
せ
ら

れ
た
と
き
、
中
筒
之
男
神
、
水
の
上
で
禊
せ
ら
れ
た

と
き
、
上
筒
之
男
神
が
生
れ
給
う
。

海
の
神
と
し
て
漁
業
人
が
信
仰
す
る
。
大
阪
住
吉
、

長
門
、
筑
前
、
壱
岐
等
の
海
浜
に
祭
る
。

○
文
化
十
年
・
天
保
九
年
・
明
治
三
年
の
古
文
書
に
は
、

穂
落
大
神
宮
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
十
四
年
の
室

原
村
報
告
書
に
は
住
吉
神
社
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

穂
落
大
神
宮
が
現
在
の
住
吉
神
社
に
か
わ
っ
た
の
は

明
治
四
年
か
ら
十
三
年
頃
ま
で
の
間
で
あ
る
。

○
ナ
ギ
の
木
一
本
あ
り
。
熊
野
神
社
裏
に
二
本
あ
っ
て
、

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
二

本
は
枯
れ
た
の
で
昭
和
四
十
七
年
に
こ
の
住
吉
神
社

の
ナ
ギ
の
木
が
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
替
え
に
な

った。

小
栗
栖
神
社



住
吉
神
社

(
H
6
・
9
・
2
)

新
宮
神
社

(
H
6
・
9
・
2
)

○
み
か
げ
石
の
玉
垣
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
皇
太
子
成

婚
記
念
に
つ
く
る
。

○
御
神
体
を
迎
え
る
、
長
年
の
た
め
御
神
体
の
存
在
が

明
か
で
な
か
っ
た
の
で
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十

日
年
行
司
(
田
中
好
美
、
田
中
靖

田
中
史
郎
、
田
中
勇

)
全
員
大
阪
住
吉
神
社
に
出
向

き
分
神
御
迎
え
し
同
月
三
十
一
日
、
国
尾
治
六
氏
の
の

り
と
に
よ
り
遷
宮
し
た
。
翌
四
十
八
年
四
月
二
十
二
日

(
日
曜
)
例
祭
を
遷
宮
記
念
大
祭
と
し
、
子
供
角
力
、

餅
ま
き
を
行
っ
た
。
経
費
一
戸
当
千
円
。
四
五
戸
分
。

○
社
の
御
造
営
は
昭
和
二
十
七
年
で
あ
る
が
、
屋
根
を

銅
板
に
て
葺
替
え
は
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
、

新
宮
神
社
色
目
、
新
宮
に
有
り
、
祭
神
、
新
宮
大
明

神
、
迎
え
た
の
は
、
多
分
、
熊
野
新
宮
か
ら
と
推
定
す
る
。

文
化
十
年
の
寺
社
書
上
帳
や
次
の
棟
札
を
参
照
の
こ
と
。

(
棟
札
)

文
化
十
三
龍
集
丙
子
十
二
月
吉
祥
日

奉

再

建

新

宮

社

遷

宮

師

亮

随

(
棟
札
)
享
和
三
年
癸
亥
八
月
八
日
天
下
泰
平

奉

再

建

新

宮

大

明

神

氏

子

般

昌

五
穀
成
就
大
阿
闌
梨
權
大
僧
都
本
日
光
法
印

(
棟
札
)
明
治
四
十
一
年
四
月
十
日

奉

葺

替

新

宮

神

社

社

掌

大

庭

通

敏

(
棟
札
)
色
目
瀬
古
一
同
敬
者

奉

改

造

新

宮

神

社

御

本

殿

大
正
十
一
年
四
月
二
十
日
神
職

三
浦
勇
魚



北
尾
春
圃
(
喜
多
尾
に
作
る
)
松
隠
と

号
す
。
父
春
竹
は
室
原
の
産
に
し
て
、
医

者
な
り
。
室
暦
二
年
十
一
月
十
四
日
歿
す
。

春
圃
は
そ
の
長
男
な
り
。
医
を
業
と
し
、

名
声
高
し
診
療
を
乞
う
者
列
を
な
す
。
著

書
提
耳
談
あ
り
。
仙
台
侯
は
春
圃
の
名
を

聞
き
、
三
百
石
に
て
召
抱
へ
ん
と
せ
り
、

大
垣
侯
之
を
聞
き
他
国
に
往
く
を
惜
み
、

二
十
人
扶
持
を
与
え
て
勤
仕
な
く
し
て
大

垣
に
居
ら
し
め
る
。
春
圃
自
か
ら
持
す
る

に
高
く
、
大
官
貴
人
の
来
る
も
送
迎
せ
ず
、

某
大
官
は
人
を
も
っ
て
無
礼
を
と
が
め
る
。

春
圃
曰
く
「
送
迎
せ
ざ
る
を
意
と
せ
ば
入

来
御
無
用
な
り
。
」
と
、
安
永
八
年
七
月
廿

日
歿
す
。

第
二
代
春
圃
名
は
信
齢
、
南
洋
と
号

す
。
医
業
を
つ
ぐ

第
三
代
春
圃
医
業
。
始
め
て
勤
仕
を

命
ぜ
ら
る
(
総
髪
に
し
て

酒
を
好
む

)

二
十
人
扶
持
賜
う
。

長
子
春
圃
後
を
つ
ぐ
、
(
こ
の
史
料
は

大
垣
市
史
よ
り

)

第
四
代
春
圃
文
化
十
一
年
正
月
十
五

日
召
出
さ
れ
、
俸
十
五
口
を
賜
う
。
後
増

し
二
十
口
賜
う
、
射
場
町
に
住
す
。

第
五
代
春
圃
明
治
二
十
一
年
歿
す
。

(
下
里
氏
の
過
去
牒

大
垣
藩
分
限
帳

)



室
原
の
瀬
古

室
原
の
瀬
古
室
原
に
は
井
畑
・
色
目
・
東
向
の
三
つ
の
瀬
古
が
あ
る
。
こ
れ
は
別
段
、
字
と
は
関
係
な
く
、

住
民
が
祭
行
事
の
奉
仕
等
を
す
る
に
便
利
に
区
域
を
三
つ
に
分
け
て
、
行
事
の
運
営
を
は
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

の
区
域
が
所
謂
瀬
古
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
、
住
民
の
必
要
か
ら
生
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
三
瀬
古
が
何
時
頃
か
ら
で
き
た
か
と
云
う
と
、
そ
れ
は
、
記
録
も
言
い
伝
え
も
な
い
が
色
目

の
年
行
事
記
録
は
宝
暦
一
一
年
(
一
七
六
一
)
か
ら
「
寄
せ
銭
」
や
そ
の
他
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
瀬
古

の
起
り
は
、
こ
れ
よ
り
は
る
か
古
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
色
目
瀬
古
と
郷
境
(
郡
境
)
に
つ
い
て
色
々
考
え
て
見
よ
う
。

色
目
瀬
古
の
南
は
小
川
と
道
路
で
、
そ
れ
が
即
ち
郷
境
で
あ
る
。
郷
境
の
南
地
区
は
昔
は
多
芸
郡
で
あ
っ
た
。

長
い
年
月
の
間
に
住
民
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
、
郷
境
の
北
と
南
の
二
つ
に
色
目
が
で
き
た
。

こ
の
郷
境
の
南
地
区
の
色
目
は
、
昔
橋
爪
・
中
・
豊
・
宇
田
の
人
達
が
開
拓
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
四
ヶ
村

の
地
番
が
入
り
組
ん
で
い
る
。
そ
こ
へ
、
だ
ん
だ
ん
農
家
が
増
え
て
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
部
落
を
形
成
し
て
い

った。さ
て
こ
ゝ
で
養
老
郡
側
に
立
っ
て
、
こ
の
色
目
と
云
う
名
称
が
何
時
頃
か
ら
呼
ば
れ
た
か
を
探
っ
て
見
る
と
、

蓮
沢
寺
は
石
津
郡
多
芸
郡
色
目
に
在
り
、
開
基
は
大
永
四
年
(
一
五
二
四
)
実
如
聖
人
の
と
き
と
あ
り
、
又
同
寺

の
往
生
日
記
(
過
去
帳
)
は
延
宝
八
年
(
一
六
八
〇
)
か
ら
、
書
き
始
め
て
あ
る
が
こ
れ
に
は
、
多
芸
郡
安
久
庄

色
目
と
あ
る
。
こ
の
色
目
と
云
う
呼
び
名
は
そ
ん
な
程
度
で
な
く
、
も
っ
と
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
、
こ
れ
以
上
の
記
録
が
見
当
ら
な
い
。
又
色
目
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
七
つ
の
字
が
進
出
し
入
り
組
ん
で

い
る
の
で
色
目
と
云
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
で
説
明
づ
け
た
名
前
の
感
じ
が
す
る
。

明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
の
時
に
は
、
日
吉
村
へ
合
併
と
な
り
、
日
吉
色
目
と
云
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
其
の
後
昭
和
二
九
年
に
室
原
が
養
老
町
へ
合
併
し
村
境
が
な
く
な
っ
た
。



室
原
字
の
由
来

室
原
の
現
在
の
農
地
は
大
正
三
年
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
旧
字
名
を
廃
し
新
た
に
小
栗
栖
(
西
北
方
)
、
新
宮
(
西

南
)
、
住
吉
(
東
方
)
の
三
つ
の
字
名
に
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
地
名
は
三
瀬
古
の
神
様
の
名
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
古
老
達
に
聞
い
た
話
や
、
地
理
や
歴
史
的
に
見
た
判
断
で
字
名
の
由
緒
に
つ
い
て
、
最
も
だ
と
思
わ
れ
る

も
の
を
説
明
し
よ
う
。

○
五
郎
丸
こ
の
名
が
残
っ
た
の
も
か
ゝ
る
言
い
伝
え
か
ら
で
あ
ろ
う
。

又
こ
の
地
に
は
須
恵
器
が
出
る
の
で
八
百
年
又
は
そ
れ
以
前
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

○
茶
園
原
、
橋
爪
に
も
茶
園
原
と
云
う
地
名
が
あ
る
。
こ
ゝ
に
は
昔
、
茶
店
が
あ
っ
て
旅
人
の
休
憩
所
だ
っ
た
と

云
う
。
又
、
境
野
に
は
南
宮
道
脇
に
佛
堂
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
茶
所
と
称
し
て
旅
人
が
休
憩
所
に
し
て
い
た
。

室
原
の
茶
園
原
は
ど
う
か
、
今
、
私
は
由
緒
を
知
ら
な
い
。
古
老
達
に
聞
い
て
も
、
昔
こ
ゝ
に
茶
店
あ
っ
た

と
云
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
答
え
ら
れ
る
。

茶
園
原
に
は
須
恵
器
の
出
土
品
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
が
、
こ
の
地
も
五
郎
丸
の
隣
り
続
き
で
八
〇
〇

年
そ
れ
以
前
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
又
、
重
要
な
多
良
街
道
筋
で
も
あ
っ
て
、
谷
汲
街
道

の
分
岐
点
も
近
い
の
で
、
或
る
時
代
に
は
茶
店
か
休
憩
所
ぐ
ら
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
字
名
に
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

○
じ
ょ
う
ど
(
十
王
堂
)
こ
ゝ
に
は
、
も
と
「
じ
ょ
う
ど
三
昧
」
と
称
し
東
向
の
禅
宗
檀
家
等
の
先
祖
の
埋
葬

墓
地
が
あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
の
耕
地
整
理
で
福
源
寺
裏
へ
移
動
さ
れ
た
。
こ
の
墓
地
に
は
、
十
王
堂
が
あ

っ
た
の
で
、
「
じ
ょ
う
ど
三
昧
」
と
呼
ん
だ
。
従
っ
て
地
名
も
「
じ
ょ
う
ど
」
と
云
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
地
名
の
始
ま
り
は
三
百
五
・
六
十
年
前
か
ら
で
あ
る
が
年
数
を
経
て
十
王
堂
を
な
ま
っ
て

「
じ
ょ
う
ど
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
字
の
呼
び
名
と
し
て
固
定
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
こ
の
墓
を
十
王

堂
三
昧
と
三
百
年
前
に
呼
ん
で
い
た
こ
と
は
、
福
源
寺
の
過
去
帳
に
左
記
の
よ
う
な
法
名
が
あ
る
。



『
当
所
支
配
代
官
岡
田
五
右
衛
門
、
鈴
木
勘
左
門
宅
ニ
而
頓
死
墓
十
王
堂
ニ
在

澄

月

院

内

譽

難

心

居

士

赤

坂

安

楽

寺

檀

家

同

寺

祠

堂

涼
澤
院
澄
月
軟
心
居
士
延
宝
六
戍
午
八
月
十
八
日

葬

送

焼

香

当

寺

岡

田

五

右

衛

門

陣

屋

江

州

手

原

』

○
安
田
の
田
の
一
部
に
俗
称
伊
勢
田
と
云
う
土
地
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
勢
州
神
戸
の
一
柳
監
物
に
仕
え
る
室
原

村
出
身
の
六
郎
左
衛
門
の
所
有
で
毎
年
年
貢
を
送
っ
て
い
た
と
言
う
。
寛
永
七
年
落
命
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
伊
勢
田
と
言
う
言
葉
も
残
っ
て
い
る
。

○
西
海
道
、
西
方
海
道
筋
で
か
ゝ
る
字
名
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
街
道
を
昔
は
海
と
云
う
字
を
書
い
た
。

○
千
代
松
、
は
人
の
名
前
で
開
拓
し
た
か
所
有
し
て
い
た
か
に
関
係
が
あ
る
。

○
阿
原
、
湿
地
帯
で
葦
が
密
生
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

○
松
之
木
、
松
の
木
が
あ
っ
て
、
こ
の
名
称
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

○
中
嶋
、
川
の
中
で
嶋
に
な
っ
て
い
る

○
川
田
、
川
に
沿
っ
て
細
長
い
地

○
鯲
池
、
ど
じ
ょ
池
、
ど
じ
ょ
う
が
多
く
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

○
柳
原
、
柳
の
多
い
土
地
だ
っ
た
と
思
う
。

○
梨
子
笠
・
五
島
・
大
廻
戸
・
落
合
・
平
ヶ
町
・
花
子
・
畑
田
・
米
野
・
桑
島
・
壱
丁
子
・
小
道
・
正
尺
・
曽
畑

等
の
字
が
あ
る
が
、
地
形
と
か
生
物
等
に
関
係
し
て
名
前
が
つ
い
て
い
る
場
合
が
多
い
と
思
う
。



室
原
の
耕
地
整
理
大
正
三
年

隣
の
表
佐
・
栗
原
が
耕
地
整
理
を
行
う
と
室
原
も
行
う
気
運
に
な
っ
て
、
大
地
主
鈴
木
治
左
衛
門
の
決
意
に
よ

っ
て
遂
に
決
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
正
元
年
-
九
年
(
完
成
式
)

耕
地
整
理
の
土
方
人
夫
は
一
日
三
〇
銭
か
ら
三
五
銭
で
木
の
札
を
使
っ
て
整
理
し
た
。
当
時
米
一
俵
三
円
位
だ
っ

た
。
又
ト
ロ
ッ
コ
を
耕
地
整
理
に
初
め
て
使
っ
た
と
云
う
。
請
負
い
で
ト
ロ
ッ
コ
押
は
七
銭
で
あ
っ
た
が
裏
作
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
農
民
は
仕
事
に
出
た
。

こ
の
大
事
業
で
あ
る
耕
地
整
理
に
は
低
利
資
金
が
貸
出
さ
れ
、
三
万
五
千
円
を
三
〇
年
間
返
済
で
借
受
け
た
。

こ
の
時
、
各
地
に
墓
地
が
あ
っ
た
が
福
源
寺
へ
移
動
さ
せ
た
。
又
旧
字
名
を
廃
し
て
住
吉
・
小
栗
栖
・
新
宮
の

三
つ
に
整
理
し
て
地
番
を
つ
け
た
。
外
沖
の
田
の
耕
地
整
理
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。

組

合

長

鈴

木

治

左

衛

門

会

計

鈴

木

愛

吉

副

組

合

長

安

福

慶

作

農
業
協
同
組
合

合
原
村
信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
の
設
立
大
正
十
四
年
四
月
二
十
二
日
に
村
内
各
戸
に
初
の
出
資
金
と
し
金

二
円
を
払
い
込
ん
だ
、
そ
し
て
組
合
長
に
鈴
木
治
左
衛
門
が
就
任
し
た
。

合
原
村
農
業
会
の
設
立
昭
和
十
九
年
四
月
に
合
原
村
信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
と
合
原
農
会
と
併
合
し
合
原

村
農
業
会
を
設
立
し
、
会
長
は
鈴
木
治
左
衛
門
、
専
務
は
多
賀
主
一
同
二
十
年
四
月
、
総
会
に
よ
り
会
長
を
栗
田

采
雄
と
し
た
。

合
原
村
農
業
協
同
組
合
の
設
立
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
に
農
業
協
同
組
合
法
の
公
布
に
よ
っ
て
、
同

二
十
三
年
三
月
五
日
に
合
原
村
農
業
協
同
組
合
を
創
立
し
た
。
組
合
長
に
栗
田
采
雄
が
選
ば
れ
た
。
理
事
に
高
木

周
市
・
川
地
宗
一
・
川
地
庄
市
栗
原
か
ら
は
水
野
平
吉
・
多
賀
静
・
栗
田
胤
次
監
事
は
多
賀
主
一
・
川
地
利
七
・

三
輪
治
郎
等
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
組
合
長
は
栗
田
采
雄
・
参
事
青
木
忠
三



分
村
合
併
養
老
町
室
原
と
な
る
(
昭
和
二
九
年
)

小
規
模
の
町
村
財
政
逼
迫
を
知
っ
た
自
治
省
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
五
ヶ
年
計
画
で
町
村
の
広
域
合
併
を
指
導

し
た
。
当
時
不
破
郡
に
垂
井
を
中
心
と
す
る
合
併
の
動
き
、
養
老
郡
に
高
田
を
中
心
と
す
る
合
併
の
動
き
の
中
で

三
百
余
戸
の
合
原
村
は
、
両
地
域
の
間
に
あ
っ
て
、
北
か
南
か
、
議
論
百
出
し
村
内
の
輿
論
は
、
概
ね
栗
原
は
垂

井
、
室
原
は
養
老
と
真
二
つ
に
割
れ
て
、
け
ん
け
ん
ご
う
ご
う
と
な
っ
た
。
南
北
何
れ
に
し
て
も
一
長
一
短
が
あ

っ
て
、
村
会
は
度
々
開
い
て
協
議
し
た
が
、
室
原
地
区
民
は
、
南
を
主
張
し
て
議
会
開
会
中
に
役
場
へ
押
し
掛
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
分
村
合
併
は
今
迄
六
十
余
年
間
に
渡
っ
て
築
き
あ
げ
た
村
の
基
礎
を
割
る
こ
と
で
あ
っ
て
最

後
は
、
学
校
問
題
か
ら
青
年
団
や
婦
人
会
等
の
諸
団
体
に
ま
で
影
響
し
、
又
村
施
設
の
分
割
等
複
雑
な
問
題
に
も

な
る
の
で
分
村
は
極
力
さ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
室
原
地
区
民
は
米
の
供
出
問
題
や
日
吉
色
目
の
力
も
加
わ
っ
て
、

南
へ
合
併
の
力
が
強
く
譲
ら
な
か
っ
た
。
西
濃
地
方
事
務
所
長
山
本
庄
一
氏
の
斡
旋
も
遂
に
物
別
れ
と
な
り
、
昭

和
二
十
九
年
九
月
一
日
合
併
期
限
の
ぎ
り
ぎ
り
の
日
に
分
村
合
併
へ
と
村
会
は
議
決
に
踏
切
っ
た
。
そ
し
て
栗
原

は
垂
井
町
へ
室
原
は
養
老
町
へ
と
対
等
合
併
と
云
う
名
目
で
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
の
合
原
村
長
は
多
賀
靜
(
第
二
期
目

栗
原
五
三
才

)
村
会
議
員
は
高
木
周
市
・
川
地
庄
市
・
川
地
文
吾
・
田
中
三
佐
吉
・

川
地
文
吾
郎
・
角
田
金
吉
・
児
玉
嘉
平
・
栗
田
仁
記
・
多
賀
信
吾
・
水
野
秀
吉
・
栗
田
胤
二
・
水
野
平
吉
で
あ
っ

た
。此

分
村
は
室
原
が
分
れ
て
養
老
町
に
合
併
す
る
の
で
総
て
施
設
(
学
校
・
役
場
・
診
療
所
等
)
は
そ
の
儘
残
し
、

代
償
と
し
て
七
十
万
円
を
受
け
取
っ
た
。
そ
し
て
、
此
金
は
日
吉
小
学
校
へ
子
供
が
転
校
す
る
為
そ
の
設
備
や
備

品
購
入
費
と
し
て
差
出
し
た
。
な
お
此
の
分
村
に
当
っ
て
の
学
校
や
婦
人
会
・
青
年
団
の
こ
と
は
、
養
老
町
史
の

教
育
の
分
野
に
詳
記
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

室
原
出
張
所
の
開
設
。
新
養
老
町
は
、
各
旧
町
村
ご
と
に
、
戸
籍
事
務
を
主
と
し
た
支
所
が
置
か
れ
た
が
、
室

原
に
は
室
原
出
張
所
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
出
張
所
は
、
木
造
平
屋
建
で
二
二
・
五
坪
、
土
地
は
鈴
木
芳
郎
よ
り

借
用
(
借
用
料
金

六
五
〇
円

)
作
物
補
償
一
、
〇
〇
〇
円
、
こ
の
建
物
は
昭
和
三
十
年
一
月
二
十
二
曰
完
成
、
工
事
費
は
三
十

五
万
六
千
二
百
四
十
七
円
、
全
部
町
の
負
担
、
工
事
は
田
中
信
次
郎
(
室
原
)
の
請
負
い
で
あ
っ
た
。

歴
代
室
原
出
張
所
長
、

自
昭
二
九
・
一
一
・
三

至
昭
三
六
・
四
・
四

藤
井
良
三
・
自
昭
三
六
・
四

至
昭
三
九
・
五

山
川
俊
三
・
自
昭
三
九
・
五

至
昭
四
二
・
七

安
藤
清
・
自
昭
四
二
・
八

至
昭
四
三
・
八

長
沢
芳
夫
・
自
昭
四
三
・
九

至
昭
四
七
・
三

谷
増
二
・
自
昭
四
七
・
三

至
昭
四
九
・
三

久
保
田
正
・

自
昭
四
九
・
三

現
在

安
福
嘉
市
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H4.12神殿の全景(拝殿工事中)
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石
井
三
之
丞
の
恨
の
柿
の
毛

石
井
三
之
丞
の
父
右
衛
門
は
、
大
阪
で
甥
の
赤
堀
源
五
右
衛
門
に
殺
害
さ
れ
た

の
で
、
三
之
丞
は
、
こ
の
敵
を
大
垣
方
面
へ
追
っ
て
室
原
の
お
じ
犬
飼
瀬
兵
衛
の

家
に
よ
り
、
捜
査
中
逆
に
敵
に
発
見
さ
れ
、
風
呂
か
ら
出
た
所
を
ふ
い
に
返
り
討

ち
に
合
っ
て
、
三
之
丞
は
恨
を
呑
ん
で
死
ん
だ
。

そ
の
後
、
敵
は
逃
げ
て
亀
山
藩
に
仕
官
し
て
い
た
。
そ
れ
を
父
の
死
後
二
十
九

年
目
(
元
ロ
ク

十
四
年

)
に
三
男
源
蔵
・
四
男
半
蔵
の
手
で
見
事
敵
討
に
成
功
し
た
こ
の
柿
の

木
の
髪
の
毛
は
、
三
之
丞
の
恨
の
毛
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
来
た
。
今
は
そ
の
古

木
は
枯
れ
て
し
ま
い
若
木
に
積
っ
て
生
え
て
い
る
。

石井三之丞の恨の柿の木

94.9室原、福源寺に石井三之丞の墓、位牌がある石井源蔵の墓、
京都府亀岡市西堅町宗堅寺









戸
長
・
町
長
一
覧
表

県
会
議
員
。
明
治
一
一
年
七
月
府
県
会
規
則
の
公
布
あ
り
て
、
翌
一
二
年
三
月
岐
阜
県
内
の
各
郡
に
於
い
て
総
選
挙
を
行

い
、
不
破
郡
で
は
二
名
を
選
出
し
た
。
同
三
〇
年
一
〇
月
県
の
自
治
拡
大
、
同
年
よ
り
不
破
郡
の
定
員
は
一
名
と
な
っ
た
。

室
原
出
身
の
県
会
議
員
は
、
昭
和
四
年
に
当
選
し
同
五
年
に
死
亡
さ
れ
た
冨
長
静
丸
(
長
願
寺
住
職
)
が
あ
る
。





思
い
出
の
ペ
ー
ジ

H2.10



H2.10



思い出の写真





MEMO



「ぼくもやってみたい」…出演希望児童が続出

子供歌舞伎復活
養老町室原

来月5日に祭りで披露
毎
日
8
時
間
の
特
訓

三
味
線
な
ど

用
い
本
格
的

題目は「御所桜堀川夜討・弁慶上使の段」

養
老
町
室
原
地
区
に
住
む
八

人
の
子
供
た
ち
が
、
子
供
歌
舞

伎
の
練
習
を
し
て
い
る
。
十
月

五
日
に
地
元
で
行
わ
れ
る
熊
野

神
社
の
祭
礼
で
披
露
す
る
予

定
。
子
供
た
ち
は
こ
の
夏
休
み

の
間
に
特
訓
を
重
ね
、
本
番
の

日
を
待
ち
か
ね
て
い
る
。

こ
の
八
人
は
、
日
吉
小
の
四

-
六
年
生
の
男
児
ら
。
同
神
社

の
祭
礼
で
は
、
戦
前
、
毎
年
の

よ
う
に
子
供
歌
舞
伎
が
奉
納
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
子
供
の

数
も
少
な
く
な
り
、
平
成
二
年

に
奉
納
さ
れ
て
か
ら
は
途
絶
え

て
い
た
。

し
か
し
、
こ
と
し
は
町
制
四

十
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

希
望
す
る
子
供
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
申
し
出
が
続
出
。
そ
の
中
か

ら
八
人
を
選
び
、
地
元
の
室

原
自
治
会
館
で
、
八
月
二
日

か
ら
計
十
五
日
間
、
一
日
当
た

り
八
時
間
の
練
習
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
指
導
に
は
、
元
役
者

の
市
川
蝶
升
さ
ん
=
愛
知
県
一

宮
市
在
住
=
が
あ
た
っ
て
い

る
。演

目
は
「
御
所
桜
堀
川
夜
討

・
弁
慶
上
使
の
段
」
(
一
時
間

二
十
分
)
で
、
当
日
は
山
車
の

上
に
上
が
っ
て
演
じ
る
。
練
習

は
三
味
線
な
ど
も
用
い
て
本
格

的
に
行
わ
れ
、
役
に
な
り
き
っ

た
子
供
た
ち
の
目
は
真
剣
そ
の

も
の
。
雰
囲
気
が
出
る
よ
う
に

と
、
父
母
ら
も
練
習
用
の
着
物

を
手
作
り
し
て
着
さ
せ
る
な
ど

協
力
し
て
い
る
。

学
校
が
始
ま
る
九
月
か
ら

も
、
週
に
数
日
、
夜
に
集
ま
っ

て
練
習
す
る
。
同
地
区
長
会
長

の
高
木
敏
雄
さ
ん
は
「
昔
か
ら

の
伝
統
が
復
活
す
る
の
は
う
れ

し
い
。
十
五
日
の
敬
老
会
の
集

ま
り
で
も
、
練
習
ぶ
り
を
見
て

も
ら
っ
て
、
お
年
寄
り
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

H
6
・
9
・
1

中
日
新
聞

役
に
な
り
き
っ
て
歌
舞
伎
の
練
習
を
す
る
子

供
た
ち
=
養
老
町
の
室
原
自
治
会
館
で



H
6
・
9
・
1
5
敬
老
会
(
全
景
)
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町制40周年記念事業実行委員会役職名

相談役川地敏郎

実行委員会会長高木敏雄

〃副会長鈴木昌三

〃安福彦七(相談役)

〃川地宗一(賄い担当)

書記、会計犬飼明

幹事長堀重行

副幹事長川地正矩佐倉明三輪敏夫

幹事川地哲雄田中弘行多和田久敏

演芸部長川地勝(副)三輪夏次協力団体文楽

接待世話係長川地宗一(副)吉田重吾〃老人クラブ

〃高木豊子(副)近藤美代子〃婦人会

〃田中啓子(副)川地妙子〃子供育成会

送迎係長田中信一郎(副)青木実〃体育振興会

〃近藤正次郎(副)安福禄人〃青少年育成委員会

〃高木英司(副)川地求〃改良組合長会

小道具係長堀重行〃区長会全員

〃川地正矩高木文彦翠豊

集金係長犬飼明区長全員小栗栖班長神明下班長

監査井畑瀬古川地一夫

東向瀬古高田幸男

色目瀬古川地重次

写真:宣伝:印刷区長会、商工会、改良組合長会

放送:照明改良組合長会、体育振興会

事務局藤井万澄美
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御礼 資料提供/養老町史、その他関係各位
参考文献/室原子供歌舞伎実行委員会 (

ポスター、パンフレットの題字は

清水敏郎養老町長書です。 )






